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（
財
政
金
融
委
員
会
）

貨
幣
回
収
準
備
資
金
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六
五
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

本
法
律
案
は
、
造
幣
局
の
独
立
行
政
法
人
化
に
伴
い
造
幣
局
特
別
会
計
が
廃
止
さ
れ
、
同
特
別
会
計
に
設
置
さ
れ
て
い
る
貨

幣
回
収
準
備
資
金
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
新
た
に
一
般
会
計
に
貨
幣
回
収
準
備
資
金
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
目
的

こ
の
法
律
は

一
般
会
計
に
貨
幣
回
収
準
備
資
金

以
下

資
金

と
い
う

を
設
置
し

政
府
に
よ
る
貨
幣
の
発
行

、

（

「

」

。
）

、

、

引
換
え
及
び
回
収
の
円
滑
な
実
施
を
図
り
、
も
っ
て
貨
幣
に
対
す
る
信
頼
の
維
持
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
資
金
の
構
成

資
金
は
、
造
幣
局
特
別
会
計
の
資
金
に
属
し
て
い
た
現
金
及
び
地
金
、
政
府
が
発
行
し
た
貨
幣
の
額
面
額
の
合
計
額
に
相

当
す
る
金
額
、
政
府
に
お
い
て
引
き
換
え
又
は
回
収
し
た
貨
幣
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

三
、
資
金
の
使
用

資
金
は
、

貨
幣
の
引
換
え
又
は
回
収
、
貨
幣
の
製
造
等
貨
幣
に
対
す
る
信
頼
の
維
持
に
要
す
る
経
費
の
財
源
と
し
て
使
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用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
資
金
の
管
理

１

資
金
は
、
財
務
大
臣
が
、
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
管
理
す
る
。

２

地
金
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
造
幣
局
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

引
換
貨
幣
及
び
回
収
貨
幣
が
変
質
又
は
滅
失
し
た
と
き
は
、
そ
の
価
額
を
減
額
又
は
削
除
す
る
。

五
、
一
般
会
計
へ
の
繰
入
れ

年
度
末
に
お
け
る
資
金
の
額
が
、
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
相
当
す
る
金
額
を
資
金
か
ら

一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
。

六
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
独
立
行
政
法
人
造
幣
局
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


